
  

一 

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
買
取
価
格
） 

第
二
十
三
条 

機
構
が
債
権
の
買
取
り
を
行
う
場
合
の
価
格
は
、
適
正
な
時
価
に
よ
る
も
の
と
し
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
直

前
の
当
該
債
権
の
価
額
に
、
対
象
事
業
者
の
事
業
の
再
生
を
図
る
観
点
か
ら
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
そ
の
被
害
の
状
況
等
に

応
じ
て
支
援
基
準
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
本
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
適
正
な
時
価
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
再
生
支
援
を
開
始
し
た
後
に
お
け
る
対
象
事
業
者
の
経
営
状
況
の
見
通
し

等
に
つ
い
て
も
勘
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、
で
き
る
」
を
「
等
を
考
慮
し
、
特
別
の
事
情
が
な
い
」
に
、

「
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
同
条
第

五
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、
で
き
る
」
を
「
等
を
考
慮
し
、
特
別

の
事
情
が
な
い
」
に
、
「
と
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
と
ら
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第



 

二 

一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 
機
構
は
、
対
象
事
業
者
に
係
る
債
権
の
う
ち
買
取
り
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
対
象
事
業
者
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
害
の
状
況
、
経
営
状
況
等
を
考
慮
し
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
当
該
買
取
り
を
行
っ
た
後
の
一
定
期
間
、
そ

の
弁
済
を
猶
予
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
前
項
の
一
定
期
間
の
経
過
後
、
同
項
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
当
該
対
象
事
業
者

の
経
営
状
況
等
を
考
慮
し
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
当
該
対
象
事
業
者
の
債
務
を
免
除
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

第
五
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。 


